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猫と死神　





死神が迎えに来た…


「そんなに頑張るんだったら、もっと前に頑張れば良かったのに。足で押すとか、猫パンチって手もあっただろう」
と、死神が言った。

「マオにそんなこと出来ない」
「お前のご主人、マオって言うのか？」
「そうだ」
「じゃぁ、お前は？」
「ミャオ」
「ん？…ミャオ…マオ…んん。…紛らわしい名だな。まあいい、ミャオ、旅立ちの時間だ」
「嫌だ！行くもんか！」
「お前のタマシイ、体から半分抜け出しているぞ。あともうちょっとだ。頑張れ」

死神は、期待を込めた目を向ける。　
ボクはこれ以上抜け出さないように、踏ん張った。

「そんなに頑張るな。力を抜けば楽になるぞ。スッと体から抜け出せば、あの世へ出かけられる」
「頑張れって言ったり、頑張るなって言ったり、一体なんなんだよ！」
「未練がましくなるなってことさ。思い切って体から抜け出せば済むことだ。もたもたするな、出かけるぞ」
「嫌だ、出かけられない。マオを残して行くなんて絶対に嫌だ！」
「往生際の悪い猫だな」
「何とでも言うがいい。マオと離れたくない」
「残念だが、お別れの時が来た」
「嫌だ！何でこんなに突然に」
「終わりは、突然やってくるものさ」
「フン。どこかで聞いたような陳腐なセリフだな。嫌だ！絶対に嫌だ！」
「駄々をこねるな」
「行けない事情がある！」
「ほう、どういう？」
「マオは、ボクがいないと駄目なんだ」
「フン。それこそどこでも聞くような、陳腐なセリフだ」
「聞いてくれ！…実は失恋したばかりで…」
ボクは、マオに聞こえないように小声で言った。
マオの秘密を暴露している気がして、後ろめたかった。

「えっ？何だって？」
死神は、わざと大声で聞き返す。
デリカシーの無いヤツだ。
「シッ！声が大きい、マオに聞こえるとマズイ」
「大丈夫だ、爆睡中のようだからな」
「ともかく、今は、ボクが唯一の心のよりどころなんだよ。ボクがいなくなったら、どんなに嘆き悲しむことか。そんなの可哀想すぎるだろう？」

　死神は、フンっと鼻で笑ってみせた。

「何だよ！」
「そりゃ最初は悲しむだろうが、直に元気になる。心配ない」
「なんでそんなことか言える？」
「よし、じゃぁ聞くが、失恋したのは初めての事か？」
「いいや…」
「ペットを亡くすのは初めてか？」
「いいや…」
「ほら、もう経験済みの悲しみだ。克服出来る。それに見ろよ」

死神は、マオに目を向けた。

「愛猫があの世へ旅立とうとしているのに、爆睡中だ。爆睡もいいところ、身動き一つしない」
「それは仕方ない」
「ほう～そうなのか？」
「そうだよ、寝付けないからって薬飲んだんだ。それでもなかなか寝付けなくて、また飲んだ。ちょっと多めに。…なあ、可哀そうだろ？可哀そうだよ」
「良いことだ」
「あんた、酷いやつだな」
「死神だからな」
「体が動いたら、猫パンチくらわしてやる！」
「そうカッカするな。ぐっすり寝れば元気になる。まあ、心配だとすると…」

死神は、あえてそこで言葉を切って、薄気味悪い笑みを浮かべながら暫くボクの顔を見つめた。
「何だよ」
「マオは、お前さんを殺した罪悪感に耐えられるかな？」
「！」
「ペットを亡くしたことはあっても、殺したのは初めてだろうから」
「殺したなんて言うな！事故だ」
「事故でも殺したのに変わりないだろう。マオが寝返りをうった時にお前を押しつぶした。無意識とは言え立派な殺人…いや殺猫だ、そうだろう？」

「違う！違う！違う！」
「どう違う？」
「確かに、マオはボクを押しつぶした。それは認める。だけど…！」
突然、ある考えが閃いた。
「その時はまだ死んでなかったんじゃないかな？…そうだよ！死んでなかった。凄く苦しかったから。苦しみを感じるってことは、生きているってことだろう？」
「悪あがきはよせ」
「ボクはまだ死んでなかった。なのに、あんたが早とちりして、ボクに死の宣告をした」
「ほ～お、そうくるか」
「そうだ！それでボクはビックリして、心臓が止まっちゃったんだ。どうしてくれる！」
「こじつけもいいところだ」
「こじつけなもんか、これが真実だ！」
「よし、百歩譲って私の死の宣告で心臓が止まったとしよう。だが、あの状態だったら、遅かれ早かれ死ぬのは目に見えている」
「でも、瀕死の状態の時にマオが目を覚ましたらどうなる？病院へ連れて行って、そしたら助かったんだ」

「都合のいいこと言うな。どう見ても起きる気配は無いだろう」
「そんなの言い切れない！あんたのせいだ！責任とってもらおうか。死神は、死にましたよって宣告はしても、実際に殺しをするのは、マズいんじゃないかな？このまま無理やりあの世へ連れて行ったら、あんたが殺したって言いふらしてやるぞ」
「おやおや、今度は脅す気か？そんなこと言われても責任なんかとれない。とる義務も無いだろう」
「あんたが早とちりで死の宣告をして殺したんだから、責任とる義務がある！」
「無理だ」
「頼む！お願いだ！ボクを生き返らせてくれよ」

ボクは引かなかった。

「どうやって？私は死神だ。生き返らせる担当じゃない」
「死神だって神様だろ？何か方法があるんじゃないか？」
「そんなの、あるわけないだろう」
ボクはまた閃いた。
「あぁそうだ！こういう時は心臓マッサージするんだよ、それ試してくれよ。止まってまだ間もないから、マッサージで動き出す可能性は充分ある」
「死神が蘇生行為をするなんて、聞いたこと無いぞ。観念しろ、寿命だと思え。このまま逝った方が楽だろうに」
「嫌だ！マオを残していけない」
「いつかは別れの時が来る。それがちょっとばかし早く来ただけのことさ」
「いつか別れの時が来るのはわかってる、でも今じゃない。今じゃないんだよ。頼む、お願いだ！頼む、マッサージしてくれ！それでダメだったら諦めもつく。とにかくやってみてくれ。お願いだ」

ボクは粘り、死神はしぶしぶ同意した。

「しょうがないな、ダメだったら諦めるんだぞ」

死神は、へこんで歪んだボクの体を真っ直ぐに直して仰向けにした。
ボクは、これ以上タマシイが抜けださないように踏ん張った。
死神は、鍵爪でボクの体を傷つけないように、手をグウに丸めて心臓を探す。
そして、グウにした人差し指と中指の第二関節で、ボクの一番上の乳首をつまんだ。
　右の指でボクの左の乳首を、左の指でボクの右の乳首を。

「何やってるんだ！ボクの体で遊ぶな」
「遊んでない、心臓を探している。心臓は胸の辺りに有るんだろう？だから、乳首の傍にあるはずだ。まあ心臓が動いていれば直ぐに分かるんだが、あいにくお前の心臓は止まっているからな」

そんな皮肉を言いながら、死神はボクの体を上から下へと撫で回した。

「そのための心臓マッサージだろう」
「ああそうだったな。…それにしても、お前の体ふわふわして気持ちいいな」
「変態か！」
「おや！これは何だ？かさぶたか？」
「それも乳首」
「おや！もっと下にもある」
「それも乳首だ」
「おやおや、一体幾つ乳首があるんだ？」
「ボクのは８つ。四足歩行の哺乳類には珍しいことじゃない」
「まあそうだろうが、お前は雄猫だよな？」
「ああ、それがどうした？」
「８つあっても無用の長物だな」
「ほっといてくれ」
「で、どの乳首の傍に心臓があるんだ？」
「知るもんか」
「それにしても、胴体が随分と長いな。これじゃ、どこに心臓があるのか分からない」
「それだったら、上から下へ全体的にマッサージすればいいだろう」

暫くの間、死神は、上から下へとボクの体をマッサージした。

「どうだ？」
と死神。

「良い感じだ」
　死んで感覚は無いはずだが、何となく気持ちが良いような気がした。

「良い感じ？どういうことだ？」
「とにかく良い感じ。気持ちいい。ああでも、ちょっと力が強いかな。もっと優しくやってくれ」
「優しくやって心臓マッサージになるか？普通、肋骨が折れるくらい強くやるんだろうに」
「それは人間の場合だろう？」
「猫の場合は違うのか？」
「分からないけど、気持ちいいってことは良いことだろう。猫は、特にボクは快楽主義者なんだ。気持ち良くなって生き返るってことも考えられる」

死神は、さらに優しい手付きでボクの体を撫ぜまわした。

冗談のようだが、硬直しかけていた体が少しずつ解れて、柔らかさを取り戻し始めた。
柔らかさは、体の表面から中へと、じんわり伝わっていく。
血管がふんわりとしてくる。血液も温まり、体中にピリピリと電流が流れ、それがちょっと痛痒い。
そして、半分抜け出していたタマシイが、スッと体内に滑り込み、ボッと言う音が聞こえ
心臓が動き出した。

「やったぁ！生き返った！」
　ボクは勢いよく飛び起きた。死神は驚いて、後ずさる。

「お前を迎えに来たのは間違いだったのか？…変だな、確かにお迎えのリストには、ここが載っていたのに」
　狼狽える死神が少し気の毒に思えたが、それでも人生を取り戻した喜びの方がはるかに大きい。

「ありがとう！本当にありがとう！」
「いいさ」
「あんたは命の恩人だ」
「調子いいやつだな。さっきまでは責任とれってほざいていたのに」
「ちゃんと責任とってくれたじゃないか」
「まあいいさ、良かったな…良かった」

やはり死神は、残念そうに見える。往生際が悪いな。
「じゃあ帰るから」
「うん、本当にありがとう」
「私が言うのもなんだが、体、大事にしろよ。二度目は無いから覚えておけ」

そう言い終えると、死神はそよ風に揺れる葉っぱのように、ゆっくりと揺れ始め、見る見る薄っぺらになっていった。
そして、マッチの燃えカスのような黒い頼りない煙になり、暫くするとその煙も見えなくなった。

死神は、ボクの目の前から消えた。帰って行ったのだ。
帰って行った？あれは本当の出来事？それとも夢だったのか？
まあ、いいさ。とにかくボクは生きている。
ボクは、マオの体にすりよって思いっきり甘えたかった。
でも、マオはぐっすり寝ているから、起こしたら可哀そうだ。
死神が言ったように、眠れば少しは元気になるだろうから。

ボクは、マオの寝返りで潰されないように、距離をとってベッドの隅に横になった。

「出かけられない。ミャオを残して出かけられない」

ウトウトしかけた時、眠っているはずのマオの声が聞こえた…気がした。
寝言か？空耳か？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終わり
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橘アリー


作家・占い師・筑前琵琶弾き語り

静岡県浜松市出身、横浜市在住。
日本脚本家連盟　放送作家教室本科終了後、脚本家・清水曙美氏に師事。
演劇・朗読劇・ボイスドラマなどの脚本を執筆及び上演。

筑前琵琶奏者、室井三紀氏に師事。

東洋占星術・気学・風水・タロットカードなどの占術で、鑑定を行っている。
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